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1. 事業概要 （平成21年7月31日現在）

会社概要

会社名 株式会社システムプロ （SystemPro Co.,Ltd.）

設立 昭和58年 3月24日 資本金 15億1,375万円

決算期 10月 発行済株式数 231,000株

本社所在地 〒220-8123 横浜市西区みなとみらい2-2-1    横浜ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸﾀﾜｰ23F

役員 代表取締役会長：逸見 愛親 代表取締役社長：三浦 賢治

専務取締役：淵之上 勝弘 常務取締役：国分 靖哲

常務取締役：安達 紘一郎 取締役：河地 伸一郎

取締役：渡辺 立哉 取締役(社外)：板谷 嘉之

従業員数 700名(技術者：636名) ； 連結 946名(契約社員含む)

上場市場 東京証券取引所 市場第一部 （2005年10月昇格）

事業内容
移動体高速デヸタ通信システム事業（移動体通信機器ｿﾌﾄｳｪｱ開発支援ヷ品質検証支援）

情報システムサヸビス事業（企業向け各種ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発支援ヷ品質検証支援）

関係会社
【連結子会社】

株式会社ProVision            ：移動体通信端末ソフトウェア品質検証、保守運用
【持分法適用関連会社】

カテナ株式会社 ：金融機関向けを中心とするシステム開発、システムの運用ヷ保守、ヘルプデスク
株式会社ジヸクレスト ：オンラインゲヸムコンテンツプロバイダ
北洋情報システム株式会社 ：移動体通信端末ソフトウェア開発、各種ソリュヸション開発



2©2009 Systempro  Co., Ltd.

会社名 事業ドメイン 業績 トピックス

ProVision
SP：80%
北洋情報：20%

ヷ 品質管理事業

ヷ 保守ヷ運用事業

ヷ S/W 開発事業

＜平成20年10月期＞
売 上 ： 1,402百万円
経常利益 ： 30百万円
純 利 益 ： 79百万円

社員数は246名。
１ヶ月間の研修の後、システム
プロの品質検証業務にて稼動
中。システムプロの売上ヷ利益
に対する貢献大。

ヷ 組み込みソフト開発ヷ評価

ヷ ソリュヸション開発

＜平成20年8月期＞
売 上 ： 2,461百万円
経常利益 ： 173百万円
純 利 益 ： 96百万円

当社から札幌へのオフサイト開
発を発注。現在モバイル案件を
中心に8工数/月稼働中。

ヷ 金融向けソリュヸション開発

ヷ 保守ヷ運用業務

ヷ 機器、ソフト販売

＜平成21年3月期＞
売 上 ： 37,211百万円
経常利益 ： 2,039百万円
純 利 益 ： 1,069百万円

「Google Apps」の正規販売代
理店に。システムプロと共同で
「クラウドソリュヸション」サヸビ
スを開始。

子
会
社

持
分
法
適
用
会
社

北洋情報システム
SP：25%

G-Crest
SP：29.8%

ｻｲﾊﾞｰｴｰｼﾞｪﾝﾄ：
59.1%

ヷ コンテンツヷプロバイダ事業

ヷ オンラインゲヸム事業

ヷ 携帯向けコンテンツ事業

＜平成20年9月期＞
売 上 ： 2,226百万円
経常利益 ： 277百万円
純 利 益 ： 132百万円

既存コンテンツ充実と新規コン
テンツ拡充を進めた結果、単月
売上が2億円を突破。
ゲヸムポヸタルサイトのカスタマ
イズヷ運用を当社が支援。

カテナ
SP：39.8%

2. グルヸプ概要



3. 経営方針

基本に忠実であれ！
「技術の基本、サヸビスの基本、経営の基本に忠実に攻める」

これが当社の経営の原点です。
当社は技術者が商品の会社であり、基本に忠実であるとは、優秀な社員を採用し、教育し、
付加価値の高い技術者の集団に育て、そして適材適所に配置して事業戦略を練ることである
と考えます。

CSマインドを持った技術者集団！

当社の技術者は、技術力ヷ開発力の向上といった機能的サヸビスと
お客様にご満足頂くために何をすべきかを常に考える情緒的サヸビ
スの二つのサヸビスを兼ね備えた技術者集団をめざします。
顧客に支持されない会社は存続しえません。技術力と開発力は単に手段にすぎず、当社は基
本的にサヸビス業であることを社員教育の中で徹底的に伝え教育しています。

※ＣＳマインド ： 顧客満足向上意識
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組込み系市場
2007年

3.51兆円(7.5%増)
（経済産業省調べ）

2007年度
1.16兆円(8.4%増)

(2ヷ3次受け部分を除く)

2012年には1.7兆円規模へ成長見込み
（ミック経済研究所調べ）

ソリュヸション市場
2007年

12兆3,050億円(2.5%増)
（IDCジャパン調べ）

携帯電話
通信キャリア向け研究開発ヷ

仕様ヷ評価
メヸカ向け仕様ヷ開発ヷ評価

セキュリティ、DB、品証、方式設計
エンドユヸザ向け
企業向け
コンシュヸマヸ向け

モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

情報通信産業の内ソフトウェア制作業

市場規模39兆円
（社団法人電波産業会調べ）

選択と集中

次世代高速通信

LTEヷWiMAX
フェムトセルヷNGN

次世代端末

展開

シナジヸ

エンドユヸザ向け
One Stop Solution

Total Solution
SIer

60%
⇒移動体高速ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑ事業

内 システム受託開発関連
68.7% 7,970億円

ユ
ビ
キ
タ
ス
の
世
界

システムプロ：
全社一丸で、サヸビスの質ヷ量の最大化を図り、他社に比べコストパフォヸマンスで勝る

4. システムプロの事業領域

選択と集中

40%
⇒情報ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ事業

シナジヸ

展開

非携帯



■主要株価指標 (今期予想ベヸス)

■株式分布状況 (平成21年7月末)

株価 43,600円 （9/9終値）

5．株式デヸタ

■株主数 (平成21年7月末)

7,530名
時価総額 100.7億円
連結PER 11.5倍
連結PBR       1.7倍
連結ROE               15.2%

1株当たり配当金 2,400円
 （中間1,200円、期末1,200円）

配当性向 63.4%

配当利回り 5.5%

■発行済株式総数(自己株式を除く)

223,266株
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■売買単位 １株



6©2009 Systempro  Co., Ltd.

6. 事業戦略

移動体高速デヸタ通信システム事業部
情報システムサヸビス事業部
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ユビキタスへ
全面展開

次世代インフラ
Android・Flash・Webkit

次世代端末ノウハウ蓄積
非携帯分野への参入

携帯端末へ
経営資源
の集中

2008 2009 2010 2011 2012 2013 20142007 2015

6-1. ロヸドマップ－移動体高速デヸタ通信システム事業部

3.9世代
LTE ヷ UMB ヷ WiMAX ヷ 次世代PHS 等

3.5世代
ＨＳＤＰＡ ヷ 1xEV-DO等

真のユビキタス
の世界

高速デヸタ通信
いつでもどこでもの世界

携帯の世界

PCヷ家電 と 携帯
融合（無線革命）

音楽ヷ動画配信（高速ヷ高音質画質）
地デジTV（フルセグヷ高画質）
ブラウザヷアプリ（リッチヷ高速）
コンシェルジュサヸビス（リッチヷ高速）
フェムトセルヷFMC

HTMLメヸル
音楽ヷ動画配信（低速）
地デジTV（ワンセグ）

ブラウザヷアプリ（低速）
コンシェルジュ（低速）

4世代通信

サヸビス

世界感

戦略
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来るべきユビキタス社会に向けて
携帯電話 オンリヸ から次世代インフラ整備（基地局） ヷ 非携帯分野へ

研究開発 設計ヷ開発

仕様策定 品質検証

どんな携帯を
作りたいのか？
技術的に検証し
ドキュメント化する

消費者の手に渡る
前に検証し品質を
確保する

実際に技術的に設計し
プログラミングを行い
ソフトウェアを作る

次世代携帯電話の研究
メヸカ共通の基盤やソフト
ウェアを開発する

次世代通信
戦略的モデル

LTE
WiMAX
Android

NGN

非携帯
航空ヷ衛星通信ヷ海上ヷ

鉄道ヷSTBヷ家電

カヸエレクロトニクス

6-2. 業務内容別現況と今後の戦略－移動体高速デヸタ通信システム事業部



6-3. 成長モデル－移動体高速デヸタ通信システム事業部

既存
シェア
アップ

海外
向け

携帯

家電

基地局
交通
その他

自動車

既存市場深耕 新規市場進出
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6-4. 工程別ヷキャリア別比率－移動体高速デヸタ通信システム事業

工程別

キャリア別 H20年10月期

SBM
37.2%

au
27.0%

docomo
24.3%

その他
11.4%

H21年10月期見込み

評価
40.4%

開発
39.4%

仕様
8.5%

研究開発
11.7%

H20年10月期

研究開発
8.2%

仕様
7.4%

開発
44.6%

評価
39.9%

H21年10月期見込み

その他
3.9%docomo

28.5%

au
35.2%

SBM
32.4%
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モバイルソリュヸション

メヸカ系
開発ヷ品質検証

カテナ3,000社超の
取引先を利用した

企業向けソリュヸション

エンドユヸザ
ポヸタルヷマッチングサイト
E-コマヸス、Netビジネス

系

大手SIer系
基盤構築ヷ開発

好不況の影響を受けにくい
基幹系システム

保守ヷ運用業務への展開

グルヸプシナジヸの最大化
SystemPro

Group

CATENA

Group

One Stop

Solution

6-5. 業務内容別現況と今後の戦略－情報システムサヸビス事業部

モバイル連携 （業務系）
モバイルSNS
モバイルポヸタル
モバイルコンテンツ

クラウドソリュヸション



6-6. 成長モデル－情報システムサヸビス事業

大型
案件

新規
Si’er

既存
Si’er

既存
メーカ

中・小型
案件

モバイル

ECコンテンツ

コミュニ
ケーション

大型２次受け案件
の受注拡大

Net Biz会社への
選択と集中と展開

新規
メーカ

ポータル
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6-7. 顧客別比率－情報システムサヸビス事業

H20年10月期

メヸカ
25.7%

その他
10.6%

エンド
ユヸザヸ
34.5%

SIer
29.1%

顧客別

H21年10月期見込み

SIer
33.2%

エンド
ユヸザヸ
36.2%

その他
12.6%メヸカ

18.0%
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6-8. 強みを活かした事業展開－情報システムサヸビス事業部

好景気時

サヸビス品質ヷ量 ≦ 価格

不景気時

サヸビス品質ヷ量 ≧ 価格

粗利益率： 32.2%（全社）
30.9%（情シ）

営業利益率： 17.2%（全社）
15.3%（情シ）

SystemPro

大手SIer （10社平均）
粗利益率： 24%
営業利益率： 8%
単価（当社比）： 1.5 ～ 2倍

中堅ヷ独立系SIer （10社平均）
粗利益率： 19%
営業利益率： 7%
単価（当社比）： 同等

同業他社

ロヸコストオペレヸションと
サヸビスの質ヷ量の最大化で

価格競争力アップ

市 場

H21年３月期 H21年10月期見込み
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7. 連結業績

5ヵ年の推移
平成21年10月期

第3四半期累計期間 業績概要
(平成20年11月1日～平成21年7月31日)

通期業績予想
(平成20年11月1日～平成21年10月31日)



7-1. 連結業績の推移

23期
H17/10

24期
H18/10

25期
H19/10

26期
H20/10

27期(予想)
H21/10

売上高 4,180 5,917 7,930 9,603 8,657

売上原価 2,877 4,147 5,165 6,338 5,871

売上総利益 1,302 1,770 2,765 3,265 2,786

販管費 585 808 1,170 1,449 1,300

営業利益 717 961 1,595 1,816 1,485

利益率 17.2% 16.3% 20.1% 18.9% 17.2%

経常利益 691 967 1,555 2,153 1,452

利益率 16.5% 16.4% 19.6% 22.4% 16.8%

純利益 561 602 849 1,275 845

利益率 13.4% 10.2% 10.7% 13.3% 9.8%

（単位：百万円）

従業員数(期末) 440名 586名 790名 932名 953名

主要取引先

１．日本電気

2．ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

3．KDDIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

4．NTTデヸタ

5．ｼｬｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

1．KDDIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

2．ｼｬｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

3．日本電気

4．ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

5．NEC通信ｼｽﾃﾑ

1．KDDIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

2．ｼｬｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

3．ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

4．NEC通信ｼｽﾃﾑ

5．日本電気

1．ｼｬｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

2．ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

3．KDDIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

4．NEC通信ｼｽﾃﾑ

5．日本電気

1．ｼｬｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

2．ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

3．KDDIﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

4．日本電気

5．富士通
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2,358

3,288

4,872

6,732

5,978

1,821

2,628
3,057

3,225

2,679

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

移動体高速データ通信システム事業部

情報システムサービス事業部

24期 25期 26期 27期（予）

百万円

経常利益額／率の推移

7-2. 【連結】部門別売上高と経常利益の推移
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23期

百万円

部門別売上高の推移

24期 25期 26期 27期（予）23期

東証全上場企業平均
経常利益率（3月期）

売上 4,180 5,917 7,930 9,603 8,657 

システムプロ
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第3四半期累計実績 通期予想

前年同期 増減率(%) 増減率(%)

売上高 6,036 6,909 ▲12.6 8,657 ▲9.9

移動体高速ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑ 4,111 4,543 ▲9.5 5,978 ▲6.2

情報ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ 1,924 2,359 ▲18.4 2,679 ▲16.9 

セキュリティ － 6 － － －

売上原価 4,085 4,531 ▲9.8 5,871 ▲7.4

売上総利益 1,951 2,378 ▲18.0 2,786 ▲14.7

移動体高速ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑ 1,341 1,740 ▲22.9 1,958 ▲16.5

情報ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ 609 677 ▲10.0 827 ▲13.9

セキュリティ － ▲39 － － －

販管費 1,000 1,115 ▲10.3 1,300 ▲10.2

営業利益 950 1,262 ▲24.7 1,485 ▲18.2 

営業利益率 15.8% 18.3% ▲2.5p 17.2% ▲1.7p

経常利益 970 1,493 ▲35.0 1,452 ▲32.6 

経常利益率 16.1% 21.6% ▲5.5p 16.8% ▲5.6p

純利益 586 840 ▲30.2 845 ▲33.7

純利益率 9.7% 12.2% ▲2.5p 9.8% ▲3.5p

（単位：百万円）

7-3. 平成21年10月期 連結3Q実績＆通期予想
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不況を追い風に変えるべく次の３点に注力

8. 重点施策

１．経験豊富なエンジニアの積極採用
２．コスト意識を持ち高い生産性とマネジメント力を

持ったエンジニア集団の育成
３．高い生産性による価格競争力を武器とした

シェア拡大

景気回復時に成長スピヸドを加速させる
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ご清聴ありがとうございました。

株式会社システムプロ

本資料に記載されている業績予想及び将来の事象に関する記載は、現時点で入手可能な情
報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、
経済ヷ事業環境の変化など様々な要因により変動することがありますので、ご了承ください。


